
現役コンサルの年収×家賃の実態 
by  
 
本資料では、Big4所属、戦略コンサル、フリーコンサルなど現役コンサルタント4名の年収と住環
境の実態を調査・分析しました。 
 

調査・分析のまとめ 

実態 

平均年収: 1,475万円 

平均家賃: 25万円 

平均家賃比率: 20.4% 

 

分析結果からのインサイト 

フリーコンサル転身により年収は大幅上昇（最大3倍） 

キャリア上昇に伴い居住地域が都心部にシフト 

家賃比率は一般的な基準（25-30%）を下回る傾向 

生活の質向上への投資意識が高い 
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1. 調査概要 
 
調査の目的 
コンサルタントの年収と住環境の関係から傾向を把握し、住環境を考える際の指針を提案する。 
 
調査概要 

項目 内容 

調査対象 現役コンサルタント（Big4、日系ファーム、フリーコンサル） 

調査方法 インタビュー調査 + アンケート調査 

調査期間 2024年上半期 

分析項目 年収、家賃、居住地域、住環境の満足度、ライフスタイル 
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2. 調査ケース 

 
Case 01: Big4コンサルタント×20代 

 

項目 詳細 

年収 800万円 

年齢・性別 27歳男性（社会人5年目） 

住環境 東京都江東区 1LDK 40㎡ 

家賃 18万円（家賃比率：27.0%） 

住環境変化 新卒時：ワンルーム10万円 → 現在：広めの1LDK18万円 

 
インサイト​
キャリア初期段階でも生活の質向上を重視。収入上昇に合わせて住環境をアップグレード。 
 
Case 02: 日系コンサルファームマネージャー×30代 

 

項目 詳細 

年収 1,200万円 

年齢・性別 30代男性（マネージャー） 

住環境 東京都練馬区 2LDK 60㎡ 

家賃 20万円（家賃比率：20.0%） 

家族構成 夫婦2人暮らし 

住環境変化 独身時代：港区 → 結婚後：練馬区（コストパフォーマンス重視） 

 
インサイト 
ライフステージの変化に伴う戦略的な住環境選択。将来設計を考慮したコストパフォーマンス重

視。 
 
Case 03: Big4出身フリーコンサル×20代 

 

項目 詳細 
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年収 1,500万円 

年齢・性別 29歳男性（フリーコンサル2年目） 

住環境 東京都江東区豊洲 1LDK 50㎡（タワーマンション） 

家賃 27万円（家賃比率：21.6%） 

キャリア変化 Big4 5年 → フリーコンサル転身 

 
インサイト 
フリーランス転身による年収上昇を住環境向上に投資。タワーマンションによる精神的充足感を重

視。 
 
 
Case 04: 戦略コンサル出身フリーコンサル×20代  

 

項目 詳細 

年収 2,400万円 

年齢・性別 20代後半男性（フリーコンサル） 

住環境 東京都港区 2LDK 60㎡ 

家賃 35万円（家賃比率：17.5%） 

家族構成 恋人と同棲 

将来計画 タワーマンション購入を検討中 

 
インサイト 
戦略コンサル出身の高い専門性による最高年収層。居住区域によるステータスと利便性を重視。 
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3. データ分析とトレンド把握 
 

3.1. 年収と家賃の相関関係​
 

ケース 年収（万円） 家賃（万円） 家賃比率 住環境レベル 

Big4コンサル 800 18 27.0% 標準 

日系ファーム管理

職 
1,200 20 20.0% ファミリー向け 

Big4出身フリー 1,500 27 21.6% プレミアム 

戦略出身フリー 2,400 35 17.5% ラグジュアリー 

 
相関分析の結果 
年収と家賃の相関係数: 0.92（強い正の相関） 
年収が上昇するほど家賃も上昇するが、家賃比率は逆に低下する傾向。 
これは可処分所得の増加により、住居費以外への投資余力が生まれるためと分析される。 
 
3.2. キャリアステージ別分析 
 
ジュニアレベル（年収600-1,000万円） 

家賃比率: 25-30% 
住環境: 1K-1LDK、40㎡前後 
重視ポイント: 通勤利便性、コストパフォーマンス 

マネージャーレベル（年収1,000-1,500万円） 
家賃比率: 18-22% 
住環境: 1LDK-2LDK、50-60㎡ 
重視ポイント: 生活の質、将来設計 

パートナー/フリーコンサル（年収1,500万円以上） 
家賃比率: 15-20% 
住環境: 2LDK以上、60㎡以上 
重視ポイント: ステータス、付加価値 
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3.3. 居住地域と生活スタイルの傾向 
 

エリア 特徴 対象層 メリット 

港区 都心部、ステータス重

視 
高年収フリーコンサ

ル 
利便性、ネットワーキ

ング 

江東区（豊洲等） タワーマンション、眺望 若手～中堅フリーコ

ンサル 
モダンな住環境、コス

パ 

練馬区等郊外 ファミリー向け、自然環

境 
管理職、既婚者 広さ、コストパフォー

マンス（コストパ

フォー マンス） 
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4. 実践的ガイドライン 
 

4.1. 適正な家賃比率の提案 
コンサル業界専用 家賃比率ガイドライン 

ジュニアレベル: 22-27%（一般基準より低め） 

マネージャーレベル: 18-23% 

パートナー/フリーレベル: 15-20% 

※コンサル業界の高年収特性を活かし、住居費比率を抑制しつつ​
　質の高い住環境を確保 

 

4.2. キャリアパス別住環境戦略 
Big4新卒～3年目戦略 

●​ 予算上限: 年収の25% 

●​ 重視ポイント: 通勤時間30分以内、1K-1LDK 

●​ 推奨エリア: 江東区、品川区、渋谷区周辺 

●​ 将来への準備: 昇進に伴うアップグレード計画 

マネージャー昇進時戦略 

●​ 予算上限: 年収の20% 

●​ 重視ポイント: 生活の質向上、来客対応可能 

●​ 推奨エリア: 都心アクセス良好なベッドタウン 

●​ ライフステージ考慮: 結婚・出産計画との整合性 

 
4.3. フリーランス転身時の住環境計画 

フリーコンサル転身準備チェックリスト 

➔​安定稼働6ヶ月分の家賃確保 

➔​ホームオフィス機能の確保 

➔​ クライアント訪問を考慮した立地選択 

➔​収入変動リスクを考慮した予算設定 

➔​税務・経費処理を考慮した契約形態 

フリーコンサル住環境の成功パターン 

➔​立地: 都心アクセス30分以内 

➔​設備: 高速インターネット、防音性 

➔​予算: 想定年収の18%以内 

➔​契約: 事業用経費計上の検討 
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5. まとめ 
 

調査結果から得られた知見 

1. 戦略的住環境投資の重要性 

コンサル業界では、住環境が仕事のパフォーマンスと密接に関連している。​
適切な投資により、生産性向上とワークライフバランス改善が期待できる。 

 

2. キャリアステージに応じた最適化 

各キャリアステージで求められる住環境は異なる。長期的なキャリア設計と連動した住環境戦略

が成功の鍵となる。 

 

3. フリーランス転身のリスク管理 

フリーコンサルへの転身時は、収入の不確実性を考慮した慎重な住環境選択が必要。​
安定収入の確保が最優先事項 

 

 

現役コンサルの年収×家賃の実態　7 



 

最後に 
 

住環境を考える際のポイント 

1. 定期的な住環境見直し: 年収変化に応じて年1回の見直しを実施 

2. 総合的なコスト分析: 家賃だけでなく通勤費、時間コストも含めた分析 

3. 将来投資の観点: 住環境への投資を自己投資の一環として捉える 

4. リスク分散: フリーランス転身時は段階的な住環境アップグレード 

5. 業界ネットワーク活用: 同業者の情報交換による最適解の発見 

 

​
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